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今
こ
そ
市
民
の
 

暮
ら
し
の
防
波
堤
に

　
本
予
算
案
で
賛
成
で
き
る
も

の
は
、①
小
･中
学
校
等
の
耐
震

補
強
工
事
･設
計
②
阪
急
東
･西

向
日
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
費

③
妊
産
婦
健
康
診
査
の
公
費
負

担
　
回
に
拡
充
④
議
会
中
継
シ

１４
ス
テ
ム
整
備
⑤
平
和
事
業
等
。

　
反
対
の
理
由
は
①
国
･府
に

対
し
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立

場
に
な
っ
て
い
な
い
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
や
障
害
者
自
立

支
援
法
廃
止
を
求
め
ず
、
基
本

水
量
の
減
量
申
請
も
行
っ
て
い

な
い
。
②
市
民
負
担
増
の
行
政

改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
進

め
弱
い
立
場
へ
の
補
助
金
を
削

減
し
、
阪
急
洛
西
口
東
地
区
関

連
予
算
等
に
多
額
の
市
税
を
投

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
膨
大

な
市
税
を
Ｊ
Ｒ
駅
橋
上
化
最
優

先
で
投
入
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。
公
立
保
育
所
民
営
化

計
画
は
止
め
る
べ
き
だ
。
③
教

育
を
ゆ
が
め
る
学
力
テ
ス
ト
、

部
落
解
放
同
盟
山
城
地
協
へ
の

ト
ン
ネ
ル
補
助
金
、
税
務
共
同

化
参
加
等
を
や
め
る
こ
と
。

　
地
方
自
治
法
は
一
議
案
一
採

決
で
あ
る
た
め
反
対
と
す
る
。

市
民
に
愛
さ
れ
る
 

向
日
市
を
期
待

　
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
編
成

さ
れ
た
　
年
度
当
初
予
算
の
主

２１

な
事
務
事
業
で
評
価
で
き
る
施

策
は
、
は
り
湖
池
周
辺
緑
地
整

備
事
業
設
計
、
食
育
推
進
計
画

の
策
定
、
私
立
幼
稚
園
特
別
支

援
教
育
振
興
補
助
金
の
創
設
、

駅
を
核
と
す
る
幹
線
道
路
都
市

基
盤
整
備
事
業
、
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
等
で
あ
る
。

　
個
別
に
は
、
大
い
に
評
価
で

き
る
も
の
、
取
組
内
容
が
不
十

分
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る

が
、
賛
成
に
あ
た
り
、
留
意
点

を
述
べ
る
。

　
①
第
５
次
総
合
計
画
は
、
市

民
、
有
識
者
ま
た
議
会
の
意
見

も
柔
軟
に
取
り
入
れ
構
想
案
を

練
る
こ
と
。
②
よ
り
一
層
質
の

高
い
行
財
政
改
革
の
推
進
。
③

補
助
金
、
事
業
費
削
減
の
公
平

な
基
準
で
の
見
直
し
。
④
職
員

の
適
正
な
配
置
。
以
上
で
あ

る
。
今
後
も
市
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
効
果
的
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

さ
れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
向
日

市
を
つ
く
っ
て
い
か
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、賛
成
討
論
と
す
る
。

多
く
の
 

無
駄
使
い
の
 

予
算
に
反
対

　
本
予
算
に
あ
る
ム
ダ
使
い
や

要
望
を
述
べ
市
長
の
意
識
改
革

を
求
め
た
い
。
①
第
５
次
総
合

計
画
策
定
業
務
１
０
７
７
万
円

の
コ
ン
サ
ル
代
は
不
要
。
市
民

と
行
政
が
知
恵
を
出
し
新
た
に

作
成
す
べ
き
で
あ
る
。
②
Ｊ
Ｒ

向
日
町
駅
橋
上
化
・
東
口
に
係

る
牛
ヶ
瀬
勝
龍
寺
線
調
査
業
務

は
不
要
。
Ｊ
Ｒ
は
自
ら
直
ち
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
す
る
べ
き

だ
。
③
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
は

器
が
で
き
そ
こ
な
い
な
の
に
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
る
こ
と
は
無

駄
で
あ
る
。
④
サ
ラ
ト
ガ
市
記

念
事
業
で
の
市
長
・
議
長
の
訪

問
は
自
費
で
願
う
。
⑤
修
学
旅

行
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
家
賃
助
成
等
の
補
助
金
･制

度
を
削
る
こ
と
は
街
か
ら
笑
顔

を
奪
う
。
⑥
漢
字
検
定
の
会
場

に
学
校
を
使
わ
な
い
こ
と
、
学

力
テ
ス
ト
に
参
加
し
な
い
こ
と

等
。
　
議
会
と
の
連
携
を
図
り
説
明

責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く
要
望

し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

市
民
生
活
に
密
着
し

将
来
を
見
据
え
た
 

予
算

　
歳
入
面
で
は
市
税
全
体
で
前

年
度
比
２
・
５
％
の
減
。
現
下

の
厳
し
い
経
済
状
況
を
反
映
し

て
お
り
、
特
に
法
人
市
民
税

　
・
３
％
の
大
幅
減
に
は
、
中

３２小
企
業
･商
業
振
興
活
性
化
策

の
充
実
を
望
む
。
ま
た
、
受
益

者
負
担
公
平
性
の
観
点
か
ら
公

の
施
設
利
用
者
へ
適
正
な
使
用

料
を
設
定
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
歳
出
面
で
は
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
り
一
定
評
価
で
き
る
。

道
路
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

促
進
な
ど
優
先
す
べ
き
事
業
が

確
保
さ
れ
、
学
校
の
耐
震
化
や

公
共
施
設
の
改
修
、
市
民
の
健

康
増
進
策
、
子
育
て
支
援
策
等

の
充
実
が
図
ら
れ
好
ま
し
く
認

め
ら
れ
る
。
今
後
、
事
業
の
仕

分
け
も
導
入
し
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
運
営
と
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
全
体
費
用
の
経
年
的
な
分

析
を
検
証
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
今
予
算
案
は
、
市
民
生
活
に

密
着
し
、
将
来
を
見
据
え
た
施

策
、
メ
リ
ハ
リ
も
つ
け
ら
れ
た

予
算
で
あ
り
、
賛
成
で
あ
る
。

優
先
度
・
緊
急
性
を

勘
案
し
た
事
業
の
 

選
択
と
集
中

　
予
算
編
成
に
あ
た
り
税
の
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、

優
先
度
･緊
急
性
を
勘
案
し
た

事
業
の
選
択
と
集
中
、
自
主
財

源
の
確
保
等
に
努
め
ら
れ
た
。

　
主
な
事
務
事
業
で
評
価
で
き

る
点
は
、
阪
急
東
･西
向
日
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
費
補

助
、
妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担

の
拡
充
、
学
校
施
設
の
耐
震
補

強
工
事
実
施
･設
計
、
中
小
企

業
振
興
融
資
限
度
額
引
上
げ
･

融
資
利
率
引
下
げ
、
寺
戸
森
本

幹
線
１
号
拡
幅
改
良
事
業
用
地

購
入
等
。

　
課
題
は
、
公
共
施
設
の
維
持

管
理
費
用
が
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
こ
と
、
国
保
事
業
特
別

会
計
へ
一
般
会
計
か
ら
多
額
の

繰
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
等
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
図

る
た
め
都
市
計
画
施
設
の
整
備

は
重
要
で
あ
る
。
目
的
税
で
あ

る
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画

施
設
の
整
備
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
。
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
東
口
の

整
備
が
進
め
ば
駅
利
用
者
も
便

利
に
な
る
。

　
本
市
の
発
展
、
市
民
の
幸
福

の
た
め
市
長
･職
員
の
奮
闘
を

願
い
賛
成
討
論
と
す
る
。

徹
底
し
た
 

情
報
開
示
を
 

　
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
運

営
を
強
い
ら
れ
る
中
、
予
算
編

成
に
臨
ま
れ
た
。
予
算
は
賛
成

の
立
場
で
申
し
上
げ
る
が
、
サ

ラ
ト
ガ
姉
妹
都
市
盟
約
　
周
年

２５

記
念
事
業
に
関
す
る
予
算
１
６

４
万
８
千
円
等
は
こ
の
大
不
況

下
の
中
、
可
決
さ
れ
て
も
執
行

段
階
で
慎
重
に
し
て
ほ
し
い
。

　
Ｊ
Ｒ
橋
上
化
の
問
題
は
、
賛

否
両
論
あ
る
が
、
今
、
決
断
の

時
期
で
あ
る
。
や
る
の
も
や
め

る
の
も
決
断
が
必
要
。
市
長
が

や
り
た
い
と
、
あ
る
い
は
市
民

の
た
め
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え

る
な
ら
ば
予
算
化
し
、
議
会
で

審
議
し
、
議
決
を
得
る
こ
と
だ

と
思
う
。
今
回
５
０
０
万
円
の

予
算
化
が
あ
る
が
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、橋
上
化
に
つ
い
て
は
、

議
論
を
重
ね
て
、
早
急
に
結
論

を
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
姿
勢
を
若
干
変
え
て
い
た
だ

き
、
徹
底
し
た
情
報
開
示
、
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
賛
成
討
論
と
す
る
。

反 対

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

平
成
　
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
採
決

２１

に
際
し
、
賛
成
討
論
を
４
議
員
、
反
対
討
論

を
２
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

討

論
 採　　　択 
地元建設業者の健全育成および、雇用促進を求める請願
　請願者：向日市寺戸町西野辺

全京都建築労働組合乙訓支部
支部長　松村　善一

 不　採　択 
教育格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求
めることに関する請願
　請願者：向日市上植野町角前　乙訓教育会館内

乙訓の子どもと教育の未来を考える会
代表　市川　哲　ほか６６０名
　　　請願者以外の署名者　４４１名

憲法・児童福祉法にもとづき、国と自治体の責任で、希
望者全員の入所をはじめとする保育行政の拡充を求める
請願
　請願者：向日市上植野町浄徳

向日市保育をよりよくする会
代表　酒井　京　ほか５名
　　　請願者以外の署名者　９,９６２名

請願の審議結果

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

請願の処理経過及び結果について（報告）

　１２月議会で採択し、市長に報告を求めた請願について、次のとおり
報告がありました。　
私立幼稚園保護者負担軽減並びに幼児教育振興助成に関する請願
［処理経過及び結果］（抜粋）
　本市の施策である私立幼稚園児教材費補助金につきましては、平成
17年度から園児一人当たり月額3,300円に引き上げ、年額39,600円を交
付しているところであります。
　国の基準に準じて交付している私立幼稚園就園奨励費補助金につき
ましては、第２子・第３子の就園に配慮された交付基準であり、今年
度も昨年度に引き続き補助金額が増額され、来年度においても同様の
措置が予定されております。
　また、私立幼稚園の施設・設備の充実のために交付しております私
立幼稚園設備費補助金につきましては、平成21年度からは１園当たり
30,000円を増額し、180,000円を交付する予定であります。
　今後におきましても、私立幼稚園の運営支援に努めてまいります。　
原油・肥料・飼料価格の高騰に関する請願
［処理経過及び結果］（抜粋）
１　原油、肥料等の大幅な高騰により、農業経営に深刻な影響を及ぼ
していることから、現在、国の施策として「肥料・燃油高騰対応緊
急対策事業」が実施されているところです。同事業は、施設園芸用
の燃油使用量又は化学肥料の施用量を２割以上減らす農業者グルー
プに対して、平成20年度の燃油、肥料費が前年度より上回った場合
にその増加分の７割を補てんするもので、引き続き市内農家の経営
の安定化を図るため、この事業の活用に努めてまいります。
２　農業者の負担を軽減する直接補てん対策については、これまでか
ら特定野菜等供給産地育成価格差補給事業をはじめ、価格安定事業
の実施に伴う個人負担分の軽減に取り組んでおります。これから
も、直接補てん対策を実施するなど、可能な限り、農家の経営の安
定化につながるような施策を講じてまいりたく存じます。
３　生産コストの上昇分が農産物の販売価格に適切に転嫁されるよ
う、国や関係機関に対して要望してまいります。また、引き続き、
むこう愛菜市等を通じて市民に農業に対する理解を促すとともに、
地元農産物の消費拡大に努めてまいります。

本会議（初日）5月29日（金）
本会議（一般質問）6月10日（水）
本会議（一般質問）6月11日（木）
本会議（予備日）6月12日（金）
厚生常任委員会6月15日（月）
建設環境常任委員会6月16日（火）
文教常任委員会6月17日（水）
総務常任委員会6月18日（木）
本会議（最終日）6月24日（水）

会議時間はいずれも午前１０時からの予定です。
お問合わせは議会事務局まで。

6 月定例会の予定

　
平
成
　
年
度
予
算
が
賛
成

２１

多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
執
行

機
関
で
あ
る
行
政
は
安
堵
の

こ
と
と
拝
察
す
る
が
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
審
議
過
程
で
出
さ
れ
た
議

員
の
意
見
を
生
か
す
こ
と
、

且
つ
民
意
に
照
ら
し
た
予
算

執
行
を
断
行
す
る
こ
と
で
あ

る
。
未
曾
有
の
世
界
的
不
況

下
、
限
ら
れ
た
財
源
を
慎
重

に
そ
し
て
適
切
に
！
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　２月１２日から１３日にかけて、山口県山口市と広島県府中町において
議会運営委員会の所管事務調査を行いました。山口市では、議員と議
会の活動原則や議員の政治倫理などについて、府中町ではキリンビー
ル広島工場跡地開発について調査しました。
　なお、議員による調査報告書は、市役所１階の情報公開コーナーで
ご覧いただけます。




